




はじめに 

宮城県における,昭和58年度,59年度(59年度は11月末日まで)のクレチン症マススクリー

ニング総数は,58 年度 30,794 例,59 年度 20,173 例で,精検を要したものは,58 年 36 例,59

年 9 例,精検率はそれぞれ O.12%,0.04%であった｡2 年間で我々が経過観察した精検例は 39

例で,その結果はクレチン症2例,一過性甲状腺機能低下症1例,一過性高TSH血症7例であ

った。精査時 TSH が 10μu/ml未満のものは 26例で,すべて T4値も正常であった。なお,3

例は現在経過観察中である。一過性甲状腺機能低下症の 1例は,母親由来の TBIIが原因で

あった。 

以上の症例のうち,ダウン症候群を伴ったクレチン症の 1 例,及びスクリーニングを受け

ず,1 才 7 ヵ月で発見されたクレチン症の 1例について報告する。 


